
 

  
 

 

 
 

全校集会（オンライン） ４日 
 オンラインによる全校集会を実施しました。今回

は、校長講話として、４日の新聞記事にあったＲ２

年度の「心のアンケート」の結果にふれながら、

友だちと仲良くすることの大切さについて話をしま

した。講話の内容は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花ケースの寄贈 ３日 
上長田東の坂田ミシオ様から、今度は木製の

花籠を寄贈いただきました。今回も雪野正光様

が運んできてくださいました。卒業式などの行事の

時に大切に使わせていただきます。 

 

 

 

 

 

TB（タブレット）持ち帰り 

３年生以上には、１人１台のタブレットが町から

貸与されています。授業でも活用していますが、

週末は持ち帰っての活用をしています。現在のと

ころ、まだまだＷＩ-ＦＩ環境なども整わない部分もあ

りますが、家庭でのインターネット接続ができるとこ

ろは、接続して使う練習をしたり、接続できないとき

は、キーボードで入力の練習をしたり、家庭でのワ

ンシーンを写真に撮って、コメントをつけたりして、で

きることからどんどん活用を始めています。 

中には、週末に撮った家族との写真を担任の

先生に見せて楽しかったことを話してくれる児童も

います。子供たちは、やはり慣れるのが早いです。 

プール開き  １４日 

９日にプール掃除をしました。児童数も減少し

ていることから、６時間目まででは、終わらず放課

後先生方がみんなで残りのプール掃除をして美し

い状態になりました。 

そして、いよいよ児童が待ちに待ったプール開

きとなりました。１年生と６年生の合同プール開き

を参観しました。始めに体育館で、児童代表の

今年のプールの目標発表と、プール使用の決ま

りについて話がありました。その後は、準備体操を

していよいよプールに入りました。１年生は、６年生

のお兄さん、お姉さんと一緒に渦巻きをしたり、水

遊びをしたりしてとても楽しそうでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「くまもとの心」公開授業 １６日 

 多くの保護者の皆様や学校運営協議会委員

の皆様に道徳の公開授業を見ていただきました。 

児童は、お家の方に見られて、いつも以上にはり

きって発表していました。参観された運営協議会

の皆様からも「子供たちが落ち着いて活気があり

ますね。」と褒めていただきました。 

 【令和３年６月１７日（木）】    南関町立南関第二小学校  学校だより   第５号  発行；校長 隈部 孝二 

  ささかかききっっ子子  
学校教育目標  

「かしこく・やさしく・たくましい 

         『さかきっ子』の育成」 

 

 
 

【校長講話】 

○昨年度の「心のアンケート」の結果で県全

体の小学生の１７．４％が「いじめられたこと

がある」と回答。うち、一番多かった内容は、

「殴られたり、蹴られたりした」でした。 

○もし、みなさんの中でいじめられたり、いじめを

見たりしたら、注意したり、先生に言ったりして

ください。見て見ぬふりをしないでください。 

○二小からは、いじめる人もいじめられる人も出

したくないと思っています。 

○ところで、『ひとつのことば』という詩を紹介し

ます。全文を読む。（全員がこの詩を持ち帰

っています。裏面に印刷しています。） 

○特に、校長先生が気に入ったところは、「ひ

とつのことばはそれぞれに ひとつの心をもっ

ている」というところです。 

○みなさんも、友だちや家族と話すときにひと

つのことばを大切にしてほしい。そして、周囲

の人と仲良く生活してください。 

○この詩を書いた人は、南関町生まれの「北

原白秋」です。このようなすばらしい詩を沢山

書いた人が、私たちが住んでいる南関町と

深い繋がりがあることに誇りをもってください。 

 

板の表面に

焼き目があ

り、おしゃれ

な花籠です。 

 

  


